
総務政策常任委員会会議録

平成23年５月26日

場 所 第２委員会室





- 1 -

平成23年５月26日（木曜日）

午前10時０分開会

会議に付託された議案等

○県民政策及び行財政対策に関する調査

○その他報告事項

・口蹄疫復興宝くじの発売について

・霧島山（新燃岳）噴火の経過と被災状況等に

ついて

・「みやざき感謝プロジェクト」の取組状況につ

いて

・「みやざき県防災の日フェア」について

・県総合計画アクションプランの策定状況につ

いて

・平成23年度宮崎県地域づくり顕彰受賞者につ

いて

・「宮崎県中山間地域振興計画（仮称）」の策定

について

・第16回宮崎国際音楽祭について

出席委員（８人）

委 員 長 山 下 博 三

副 委 員 長 右 松 隆 央

委 員 外 山 三 博

委 員 星 原 透

委 員 宮 原 義 久

委 員 西 村 賢

委 員 鳥 飼 謙 二

委 員 前屋敷 恵 美

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

県民政策部

県 民 政 策 部 長 渡 邊 亮 一

県 民 政 策 部 次 長
緒 方 哲

（ 政 策 担 当 ）

県 民 政 策 部 次 長
城 野 豊 隆

（県民生活担当）

部参事兼総合政策課長 茂 雄 二

秘 書 広 報 課 長 甲 斐 正 文

統 計 調 査 課 長 大 野 保 郎

総 合 交 通 課 長 中 田 哲 朗

中山間・地域政策課長 福 田 直

生活・協働・男女参画課長 大 脇 泰 弘

文化文教・国際課長 日 高 正 憲

人権同和対策課長 吉 田 正 彦

情 報 政 策 課 長 長 倉 芳 照

広 報 企 画 監 松 岡 弘 高

交通・地域安全対策監 柳 田 勇

総 務 部

総 務 部 長 稲 用 博 美

総 務 部 次 長
堀 野 誠

（総務・職員担当）

県参事兼総務部次長
岡 田 英 治

（財務・市町村担当）

危 機 管 理 局 長 甲 斐 睦 教

総 務 課 長 柳 田 俊 治

部参事兼人事課長 桑 山 秀 彦

部参事兼行政経営課長 大 坪 篤 史

財 政 課 長 日 隈 俊 郎

税 務 課 長 吉 本 佳 玄

市 町 村 課 長 鈴 木 一 郎

総務事務センター課長 花 坂 政 文

危 機 管 理 課 長 金 井 嘉 郁

消 防 保 安 課 長 山之内 点

会計管理局
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会 計 管 理 者 豊 島 美 敏

会 計 管 理 局 次 長 坂 本 義 広

会 計 課 長 川 野 直 記

人事委員会事務局

事 務 局 長 四 本 孝

総 務 課 長 川 越 道 郎

職 員 課 長 梅 原 裕 二

監査事務局

事 務 局 長 渋 谷 弘 二

監 査 第 一 課 長 道 久 奉 三

監 査 第 二 課 長 山 口 博 久

議会事務局

事 務 局 長 日 高 勝 弘

事 務 局 次 長 成 合 修

総 務 課 長 山之内 稔

議 事 課 長 武 田 宗 仁

政 策 調 査 課 長 福 嶋 幸 徳

事務局職員出席者

総 務 課 主 幹 馬 場 輝 夫

議 事 課 主 査 花 畑 修 一

○山下委員長 ただいまから総務政策常任委員

会を開会いたします。

まず、委員席の決定についてでありますが、

現在お座りの仮席のとおり決定してよろしいで

しょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

す。お手元に配付いたしました日程案のとおり

でよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、委員会の運営方法についてであります

が、執行部入れかえの際は、委員長会議確認事

項のとおり、10分程度の休憩を設けることに御

異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、先般の委員長会議において、常任委員

会の審査の進め方について協議がなされました

ので、その内容をお知らせいたします。

これまでは、議案、報告事項等の説明がすべ

て終了した後、質疑を行ってきたところですが、

今後は、議案、報告事項、その他報告事項、そ

の他に区切ってそれぞれ説明を受けた後、質疑

を行うこととなりました。６月定例会からその

ように行いたいと思っておりますので、よろし

くお願いいたします。

それでは、執行部入室のため、暫時休憩をい

たします。

午前10時２分休憩

午前10時４分再開

○山下委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時議会におきまして、私ども８名が

総務政策常任委員会委員となったところでござ

います。

私はこのたび、委員長に選任されました、都

城市選出の山下博三でございます。

一言ごあいさつを申し上げます。

本県におきましては、昨年、口蹄疫、鳥イン

フルエンザ、そして新燃岳の噴火と大変な被害
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に見舞われたところであります。まさしく今年

度、その復興に向けて大きな試練の年かと思っ

ておりますが、一致団結して取り組んでいただ

きますよう、まずもってお願いを申し上げてお

きたいと思います。

それから一昨日、私どもも東日本の震災の状

況を視察してまいりました。本当に想定外の想

定外であります。長い距離の海岸線を控えてい

る本県でありますが、まさしく防災対策、待っ

たなしであります。お互いに議論して、いい防

災対策ができますように、まずもってお願い申

し上げておきたいと、そのように思っておりま

す。

それでは、座らせていただきます。

次に、委員の皆様の御紹介をさせていただき

ます。

まず、私の隣が、宮崎市選出の右松副委員長

でございます。

次に、向かって左側ですが、都城市選出の星

原委員でございます。

小林市・西諸県郡選出の宮原委員でございま

す。

宮崎市選出の外山委員でございます。

続きまして、向かって右側ですが、日向市選

出の西村委員でございます。

宮崎市選出の鳥飼委員でございます。

宮崎市選出の前屋敷委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の花畑主査でございます。

副書記の馬場主幹でございます。

次に、部長のごあいさつ、幹部職員の紹介並

びに所管業務の概要説明等をお願いいたします。

○稲用総務部長 総務部長の稲用でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。

ただいま山下委員長から委員の皆様の御紹介

をいただきました。どうもありがとうございま

した。

説明に入ります前に、御報告、おわびを申し

上げます。

既に報道されておりますが、去る５月20日に、

西諸県農林振興局の職員が県迷惑防止条例違反

容疑で逮捕されました。職員の服務規律の保持

ということにつきましては、日ごろから指導徹

底しておったわけですけれども、このような事

件が起こったということ、まことに遺憾であり

まして、申しわけなく、心からおわびを申し上

げます。申しわけありませんでした。

当該職員につきましては、今、警察で取り調

べ中ということでありますが、県といたしまし

ても今後、この容疑事実を確認いたしまして厳

正に対処いたしますとともに、職員の服務規律

につきましては一層の徹底を図ってまいりたい

と考えております。

次に、１点、お礼を申し上げたいと思います。

５月22日に、高原町を中心にしまして県の総合

防災訓練を実施いたしました。多数の機関、多

くの県民の方に参加をいただきまして、計画ど

おり終えることができました。外山議長、山下

委員長、星原委員、前屋敷委員にもこの訓練に

参加いただきまして、心からお礼申し上げます。

委員長のごあいさつにもありましたように、

本県、昨年から、口蹄疫を初めさまざまな危機

といいましょうか災害に直面をしております。

また、東日本大震災の影響というものがありま

して、本県の行財政の状況というのは非常に厳

しいものがあると思っております。そういう中

でありますが、我々職員一同、一致団結して精

いっぱい頑張ってまいる所存でありますので、

どうぞ御指導、御鞭撻をお願いしたいと思いま

す。
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では、総務部の幹部職員の紹介をさせていた

だきます。座りまして紹介させていただきます。

お手元の委員会資料をお開きいただきたいと

思います。１ページでございます。

初めに、総務・職員担当次長の堀野でござい

ます。

県参事兼財務・市町村担当次長の岡田でござ

います。

危機管理局長の甲斐でございます。

総務課長の柳田でございます。

部参事兼人事課長の桑山でございます。

部参事兼行政経営課長の大坪でございます。

財政課長の日隈でございます。

税務課長の吉本でございます。

市町村課長の鈴木でございます。

総務事務センター課長の花坂でございます。

危機管理課長の金井でございます。

消防保安課長の山之内でございます。

最後に、議会担当としまして、総務課主幹の

山口でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、総務部の所管業務の概要等につい

て説明をいたします。

資料の３ページをごらんいただきたいと思い

ます。初めに、総務部の組織についてでありま

すが、本庁が９課、出先機関が、各県税・総務

事務所、自治学院、西臼杵支庁、消防学校の10

所属となっております。

本庁及び出先機関の課、担当の構成につきま

しては、次の４ページから５ページに記載をし

ておるところであります。

ここで、大変申しわけございませんが、委員

会資料の訂正をお願いしたいと思います。４ペー

ジの下から３段目に「市町村課長」というとこ

ろがありますが、その一番右のほうに各担当を

書いてございます。「行政担当」の次に「財政担

当」と書いてございますが、正確には「財政・

地方債担当」でございます。まことに申しわけ

ありません。訂正をお願いいたします。

次に、６ページをごらんいただきたいと思い

ます。総務部の主な分掌事務と職員数を表にま

とめております。表の下、欄外にありますよう

に、本庁が233名、出先機関が320名、合わせま

して553名の職員で、ここに記載しております分

掌事務を行っております。

次に、７ページです。総務部の歳入歳出予算

についてであります。平成23年度の歳入予算総

額は、上の表の一番下、合計欄にありますよう

に3,552億6,975万7,000円、歳出予算総額は、下

の表の一番下、合計欄にありますように1,355

億4,208万2,000円となっております。

なお、各課の分掌事務、予算の概要並びに主

要事業の概要等につきましては、８ページから33

ページにかけて記載をしておりますが、説明に

つきましては省略させていただきます。

次に、その他の報告事項でございますが、資

料の最後のページ、34ページでございます。ま

ず、本日御報告いたしますのは、ここに記載し

ております、口蹄疫復興宝くじの発売について

が一点と、別冊で資料をお手元に配付させてい

ただいております。一点が、霧島山（新燃岳）

噴火の経過と被災状況等について、もう一点が、

５ページからになります「みやざき感謝プロジ

ェクト」の取組状況について、次に、９ページ

からになります「みやざき県防災の日フェア」

について、この４件について御報告をいたしま

すが、詳細につきましてはそれぞれ担当課長か

ら説明させますので、よろしくお願いいたしま

す。

私からは以上でございます。
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○日隈財政課長 財政課でございますが、委員

会資料の最後のページの34ページをお開きくだ

さい。口蹄疫復興宝くじの発売について御報告

させていただきます。

昨年の口蹄疫発生以来これまで、財政面では

多額の支出を余儀なくされてきました。「口蹄疫

復興宝くじ」の発売について、従前から議会か

らも御意見をいただいておりまして、検討を重

ねてまいりましたが、今回、全国自治宝くじ事

務協議会のほうで議決を得ましたので、委員会

のほうに御報告させていただきます。

資料にありますとおり、まず発売主体でござ

いますけれども、本県での口蹄疫発生に伴いま

して、影響を受けたのは本県だけではなかった

ということもございまして、宮崎県を初め、隣

県の鹿児島県、熊本県、大分県、合計４県にな

りますけれども、４県による共同発売という形

をとらせていただいております。

次に、発売理由に書いてございますけれども、

収益金については、いずれも口蹄疫被害の復興

支援に係る財源に充てることとしております。

３番目の発売額についてでありますが、口蹄

疫被害の復興支援に係る分ということになりま

すので、全国自治宝くじ協議会で新たに創設さ

れた復興宝くじの制度が上限50億円ということ

でございましたので、総額50億円といたしてお

ります。そのうち宮崎県の持ち寄り分、いわゆ

る持ち分が36億円ということで、シェア、率と

しては72％ということになります。それぞれ記

載しておりますけれども、この率を基準として

各県へ収益金が分配されるということになりま

す。

４番目の発売区域でございますが、各都道府

県及び政令指定都市66団体からの市場提供、い

わゆる各県の売り場をお借りして、本年10月15

～25日の11日間、４県が全国で発売するという

ことになります。

なお、６その他に記載しておりますけれども、

各都道府県、政令指定都市で構成します、先ほ

ど申し上げました全国自治宝くじ事務協議会の

５月20日の会議において、66団体すべての会員

の賛同を得て議決されましたことから、今回、

御報告させていただいているところであります。

今後は、総務大臣の発売許可をいただくための

申請等具体的な事務手続を進めていくこととし

ておりまして、当せん金の額、あるいは当せん

本数といった詳細につきましては、これからの

調整ということでございます。

説明は以上であります。どうぞよろしくお願

いいたします。

○金井危機管理課長 危機管理課から報告させ

ていただきます。

お手元の別冊資料をごらんください。私から

は、１点目が霧島山（新燃岳）噴火の経過と被

災状況等について、２点目が「みやざき感謝プ

ロジェクト」の取組状況について、３点目が「み

やざき県防災の日フェア」について、以上３点

について報告させていただきます。

まず、霧島山（新燃岳）噴火の経過と被災状

況等についてであります。

１ページをごらんください。新燃岳は、昨年

の３月にごく小規模な噴火が発生して以来、昨

年の５月６日から噴火警戒レベルを２「火口周

辺規制」にして、警戒していたところでござい

ますが、本年の１月26日にごく小規模な噴火が

発生した後、同日、中規模噴火が発生しました

ことから、警戒レベルが３「入山規制」に引き

上げられております。また、新燃岳は、翌日の27

日に１回目の爆発的噴火が発生し、300年ぶりの

マグマ噴火が記録され、その後、継続的に爆発
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的噴火を繰り返し、３月１日までに13回の爆発

的噴火を記録しております。

噴火による被害につきましては、空震や大量

の降灰によるものですが、人的被害につきまし

ては、噴火による直接的な被害は発生していな

いものの、降灰を除去中にはしご、屋根などか

らの転落により42人のけがが報告されておりま

す。建物の被害につきましても、直接発生はあ

りませんが、空震、噴石により自動車のガラス

の破損、太陽光パネルの破損など合計730件の報

告があっております。

噴火は、４月18日の噴火を最後に、現在まで

特異な噴火活動は見られておりませんが、５月17

日の気象台観測情報によれば、火口周辺警報、

噴火警戒レベル３「入山規制」が継続しており、

防災上の警戒事項としましては、新燃岳火口か

らおおむね３キロメートルの範囲では、噴火に

伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石や火砕流

に警戒が必要であること。風下側では、降灰及

び遠方でも風に流されて降る小さな噴石に注意

が必要であること。これまでの噴火では、風に

流されて直径４センチメートル程度の小さな噴

石が新燃岳火口から約10キロを超えて降ってい

ること。また、爆発的噴火に伴います大きな空

震に注意が必要であり、噴火警報など霧島山上

空の風情報に注意が必要であること。降雨時に

は泥流や土石流に警戒が必要であることなどと、

継続した警戒を促しておるところであります。

中でも本年は５月24日に梅雨入りしております

ことから、今後、長期間にわたって土石流に対

する厳重な警戒が必要であります。

３ページ、４ページをごらんください。土石

流に対しましては、国及び県において、雨量計、

監視カメラ、センサーを設置し観測体制を強化

するとともに、警戒を要する都城市、高原町で

は、国土交通省において定めました雨量基準に

従いまして、時間雨量15ミリを基準として渓流

ごとの土石流避難基準を定めるとともに、警戒

ポイントの監視体制の強化し、安全な避難への

準備体制を確立しているところであります。

２つ目の報告事項であります、「みやざき感謝

プロジェクト」の取組状況について報告いたし

ます。

５ページをごらんください。昨年の口蹄疫以

来、高病原性鳥インフルエンザや新燃岳噴火な

どの災害に対しまして、東日本を含む全国の方々

から温かい御支援をいただいていることに対す

る厚い感謝の気持ちを抱きつつ、今回の大震災

の被災者の方々に少しでも恩返しをするため、

県として支援活動を「みやざき感謝プロジェク

ト」という統一したネーミングで展開しており

ます。同時に、県内の市町村、企業、団体、県

民の皆様の取り組みについても、極力このネー

ミングを活用していただくことで、県民の総力

を挙げて一体となって支援する機運を醸成した

いと考えております。

最近の主な取り組みとしましては、①の「宮

崎の思いと力を結集する日」。震災から１カ月後

に当たります４月11日を「宮崎の思いと力を結

集する日」と位置づけるとともに、その日から

中長期的な支援を継続していくために、県独自

の支援基金を設立する予定でありますが、その

財源の一部とするために、県内の企業・団体、

県民の皆様からの寄附を４月11日から受け付け

を開始したところであります。なお、５月23日

現在、65件、約6,100万円の申し出をいただいて

いるところでもあります。

そのほか、宮崎県・市町村連絡推進会議にお

きまして県知事と市町村長との意見交換の開催

をしたり、宮城県山元町への県産スイートピー、
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県産杉材学童机等の提供、「宮宮コンビ」による

宮城県等への支援など展開しているところであ

ります。

具体的には、人的支援としましては、医療・

救護、消防・救出・救助、避難所運営の支援、

児童福祉、心のケアなどにつきまして、県及び

各市町村の職員を派遣しているところでありま

すが、今後もこの派遣は継続する必要があるほ

か、今後は、行政専門職によります長期的な派

遣も想定されているところであります。

物的支援につきましては、義援金の募集、県・

市町村・日赤の備蓄物資の提供、企業、県民の

皆様からの義援物資の受け入れ・提供に努めて

まいったところであります。

被災者の受け入れ及び生活支援につきまして

は、公営住宅への受け入れにつきまして、５月23

日現在、相談件数122件、うち20件、67名が公営

住宅に入居しておるところでございます。その

ほか、生活必需品の提供、被災した児童生徒へ

の受け入れの支援などを行っているほか、中長

期的な避難に対する受け入れ環境の整備のため

の総合的な支援方策の検討を行っているところ

であります。

３つ目の報告事項であります、「みやざき県防

災の日フェア」について報告いたします。

県では、毎年５月の第４日曜日を「防災の日」

として総合防災訓練を実施しているところであ

りますが、「防災の日」に付随しまして、県民の

防災意識の啓発のために、官民一体となった実

行委員会、宮崎県防災の日フェア実行委員会を

設立いたしまして、昨年から実施しているとこ

ろであります。ことしは５月28日、29日の２日

間に、延岡市市民協働まちづくりセンターにお

きまして、「体験・体感して災害に備えよう！み

やざき県防災の日フェアｉｎのべおか」と称し

まして、関係機関・団体の協力を得ながら開催

することとしております。内容は、体験・体感

を基本としまして、「知事・市長と語ろう！みや

ざき防災座談会」、「救急救命・ＡＥＤ体験講

座」、防災マップ体験講座のほか、各種スタンプ

ラリーを計画しているところであり、多くの県

民の皆様の参加をお願いしているところであり

ます。

私からの報告は以上であります。

○山下委員長 執行部の説明が終わりましたが、

質疑はありませんか。

○宮原委員 ２点だけ。口蹄疫復興宝くじ発売

ということで、50億円が上限ということで発売

されるということのようなんですが、過去にも

発売された経緯があると思うんですが、実際の

収益というのはどの程度になるんでしょうか。

今後のことだと思いますけれども、別のところ

の前例で。

○日隈財政課長 過去は、復興宝くじ自体制度

がございません。過去、単独くじを発売したの

は阪神・淡路大震災と新潟県中越大震災の２例

だけであります。いずれも道路であるとか河川、

港湾、病院、そういった社会資本、いわゆるイ

ンフラが崩壊した場合にのみ宝くじ発行という

ことになっていたんですけれども、今回は、正

直申し上げて、本県はどこも壊れていない、経

済が壊れたというようなことでありますので、

かなりこの制度をつくるのには苦労しました。

何とか御理解いただいて「復興宝くじ」という

制度をつくったんですけれども、一応これも一

つの定義がありまして、特別立法が制定される

などというような状態に陥った場合に復興宝く

じという規定を設けていただいて、それにひっ

かける形で本県の口蹄疫復興宝くじということ

で、何とか認めていただいたというような経緯
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です。正直申し上げて、昨年年末までに、意向

調査もしましたけれども、66団体全員丸がそろ

わない限り全国で発売できません。丸はそろい

ませんでした。そういったのを克服して何とか

という形になっております。

それで、収益の関係ですけれども、収益率が40

％前後ということになります。仮に50億円すべ

て完売した場合で計算すると、単純に言うと20

億円になります。これを先ほど御説明した４県

のシェアで割りますと、最大で本県には14億円

ということになります。ただ、売上率のことを

消費率と言うんですけれども、最近景気の低迷

もございますので、消費率70～80％を掛けた金

額になるのではないかと思っております。しか

しながら、本県で発売分は完売を目指していか

んといかんだろうというふうに考えております。

以上です。

○宮原委員 次に、新燃岳のほうで、被害のと

ころで、人的被害ということで42名の方が負傷

されたようです。灰の除去作業中に屋根やはし

ごから転落したものということですが、灰の除

去以外で人的被害があったということはなかっ

たということでいいですか。

○金井危機管理課長 各市町村から報告を受け

ておりますけれども、はしご、屋根からの転落

以外については全く報告を受けておりません。

○前屋敷委員 防災の関係で今、御報告もいた

だいたり、この間防災訓練もあったんですけど、

やはり、東日本の震災を目の当たりにして、宮

崎県の皆さん方も今後の防災対策はどうあるべ

きだろうかということに非常に関心が強いと思

うんです。県と各自治体との関係もいろいろあ

るんでしょうが、今後の取り組みといいますか、

防災、津波の対策であるとか、そういった方向

性というのは、県としては今後、進め方として

大枠どういうふうに思っておられるのかお聞か

せいただきたいと思います。

○金井危機管理課長 防災全般に関しまして、

広過ぎるものですから申し上げる時間もないん

ですけれども。ただ、地震、津波に関しまして

は、東南海・南海地震並びに日向灘地震が直近

の問題でございますので、これらに対する想定

の見直しが必要ではないかということを、県民

の皆様からもかなり広く承っております。それ

に学識経験者の大学の先生からも承っておりま

して、県としましても７月ぐらいには学識経験

者によります地震専門部会を開きまして、今後

の宮崎県の防災計画のあり方並びに被害想定の

あり方等々を検討していきたいと思っておりま

す。

しかし、東南海・南海地震につきましては国

の防災計画が基本になります。特に中部、四国、

近畿等々の広範囲に広がるものですから、国の

中央防災会議の結果を受けまして詳細に対応す

ることになってくると思いますので、多少時間

がかかると思います。ただ、その前には、避難

のあり方等詳細な部分について、市町村と検討

していきたいというふうに考えております。

○鳥飼委員 先ほど宮原委員の言われたことで、

これでいきますと７～８割売れるだろうとする

と、８割として40億円、72％ですから28億円と

いうことになるようなんですが、結局いろんな

経費もかかると思うんです。仮にそういう数字

だとしたら、どの程度県の歳入になるのかどう

か。

○日隈財政課長 大まかに宝くじ制度を申し上

げますと、当せん金としてお支払いするのが大

体45～46％になります。それからいろんな手数

料、多くはみずほ銀行が受託しているわけです

けれども、みずほ銀行、あるいは広告宣伝費等々
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でかかるのがおおむね14％と言われております。

差し引きで発売団体が収益としてもらうのが、

先ほど御説明した40％ぐらいということになり

ます。ですから、50億円完売できれば、その40

％である20億円が４県のほうに入ってくるとい

うことになります。ただ、先ほど申し上げたの

は、完売ではなかろうということで、恐らく７

～８割の売り上げになると、収益もそれの７～

８割ということになろうかなということであり

ます。そのうちで本県が72％ぐらいということ

ですので、完売の場合で20億の７掛け、14億ぐ

らいの７～８割消化であれば、10億少々という

ことになろうかと思います。しかしながら、で

きるだけ売り上げを伸ばしていきたいというこ

とで、いろんなことは考えていきたいというふ

うに考えているところです。

○鳥飼委員 例年、全国自治宝くじというのを

やっていますよね。去年何件あったかわからな

いんですけれども、それで県の歳入をされる分、

大体どのくらいですか。

○日隈財政課長 本県に入ってくる分として32

億9,000万円ほど当初予算に計上させていただい

ております。これは、昨年の11月議会で、23年

度分の本県発売額の上限額ということで106

億6,000万円議決いただきました。これでもし全

部完売できれば、先ほどと同じなんですが、40

億円ぐらいになろうかと思います。しかしなが

ら、消費率と申し上げました売上率等々を勘案

しまして、33億円ぐらいの予算計上させていた

だいております。

○鳥飼委員 そうすると、皮算用じゃないです

けれども、今年度は40億ちょっとぐらい見込ん

でもいいということですか。

○日隈財政課長 総額としては、鳥飼委員のおっ

しゃるとおりになろうかと思います。ただ、こ

の10億少々のお金については、特化して、口蹄

疫の復興の財源として目に見える形で議会のほ

うに補正予算なりお願いしていきたいと考えて

おります。

○鳥飼委員 もう一つですが、職員数のことで、

本庁に233、出先に320、計553名というふうに出

てたんですけど、兼務の人がいますよね。名前

だけというと語弊がありますけれども、月１回

ぐらい会議に出てもらえばいいよというような

兼務のやり方とか、保健所長で―ことしあっ

ているかどうかわからないんですけれども、３

日は都城市で２日は小林市とか、そんな兼務の

形態もあるようなんです。カウントする場合に

はどういうふうなカウントの仕方になるんで

しょうか。

○桑山人事課長 兼務の場合には、基本的には

本務、いわゆる配置がえをしたときのＡ所属を

命ずると、そして○○兼務を命ずるという発令

をします。どこどこに配置がえすると言われた

ところを本務、そこを原則としております。あ

とはカウントする場所を勤務実態に合わせて行

う場合もあろうかと思います。

○鳥飼委員 職員録に両方載っていますからな

かなかわかりにくいなという感じがするんです

けど、通常、兼何とかというのが兼務先という

ことで、原則としては「兼」としてあるのが本

務ではない兼務の書き方というふうに読めばい

いですか。職員録が手元にないんですけれども。

○桑山人事課長 職員録の表記上は、例えば「兼

都城保健所」と書いてあった場合には、都城保

健所が本務ではなくて兼務先という表現になっ

ております。そして「都城保健所兼」と書いて

ある場合には逆の意味でございます。

○鳥飼委員 例えば、都城保健所のところに鳥

飼謙二とありまして「兼」と書いてあったら、
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本務は別のところにあるという読み方をすれば

いいということですね。

○桑山人事課長 はい、おっしゃるとおりで、

○○兼というのが書いてありましたら、そこが

本務ということになります。

○鳥飼委員 広域検査課は、今は都城、宮崎、

延岡だけだったと思うんですけど、あとはみん

な兼務ということになるわけですよね。そうい

う記載が、例えば日南保健所に私の名前が載っ

ていれば、検査課のところは当然兼務ですから、

本務はこっちにあるということで、兼何とかと

書いてある、そんなふうに読めばいい。具体的

には課長から直接お聞きをします。

もう一つ、先ほど申し上げた保健所長の場合、

ことしは該当するかどうかわからないんですけ

れども、３日と２日というふうな担当の仕方を

しておられたこともありますが、そういう場合

は両方とも本務というところでカウントするん

ですか。

○桑山人事課長 例えば、延岡保健所長が高千

穂保健所長を兼務するといった実例がございま

した。その場合には、延岡を本務として、高千

穂に延岡よりも少ない日数で勤務するという状

態でございますので、延岡のほうでその保健所

長はカウントするということをやっておりまし

た。勤務日数等も勘案しながら本務先数値のカ

ウントはやっていくことになると思います。

○星原委員 危機管理課ではまとめられていな

いから書いていないのかもしれませんが、ここ

に新燃岳の経過と被災状況が書いてあるんです

けど、県内の被害を受けた額、ここでは出てこ

ないのかもわかりません。それぞれの担当部課

で違うかもしれませんが、総務部なので把握さ

れていると思っているんです。これまでどれぐ

らいの被害額が出ていて、それに対して県から

どれぐらいの援助といいますか補助金、そうい

うものが出ているんですか出ていないんですか。

○金井危機管理課長 以前のときにもまとめ方

が難しかったんですけれども、農産物の被害、

観光の被害、それぞれ被害の額的なところが難

しいまとめ方があります。それについては各部

局においてまとめていただいているんですが、

今回については集計を出していただいておりま

せん。ただ、特に県土整備部につきましては、

河川の補修とかにも予算を入れて体制をとらせ

ていただいていますし、農産物につきましても

体制をとらせておるんですが、うちのほうでは

具体的にまとめていないのが現状でございます。

必要であれば、別途各部から御連絡させていた

だきたいと思います。

○星原委員 もう一点、「みやざき感謝プロジェ

クト」の取り組み状況を説明いただきました。

いろんな取り組みをなされているんですが、県

のほうとしてはこれに対する予算的なものはど

れぐらい組まれて、実際のいろんな出費状況、

そういったのはわかるんですか。

○日隈財政課長 「みやざき感謝プロジェクト」

だけではなくて、東日本震災対策については、

６月議会での肉付け予算、いわゆる補正予算に

盛り込む方向で、現在検討して詰めの段階であ

ります。きょうは、まことに恐縮ですけれども

詳細は答弁できませんが、現在検討中であるこ

とと、４月以降これまで前倒しで実施してきて

いる部分もあります。それは既定予算の中で対

応しておりまして、形としては、先ほど申し上

げました６月補正予算の中で明確にお示しして

いきたいと考えております。申しわけありませ

ん。

○星原委員 それはそれでいいんですが、まだ

まだこれから、震災に遭われた方、あるいは原
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発の状況等を見ると、全国でいろんな形で支援

のプロジェクトみたいなものをやりながら、各

県でいろいろ打ち出しているようなんですが、

ここに出ているような項目以外にも、今後また

新たな形で応援プロジェクトというか感謝プロ

ジェクトみたいな感じで考えていこうという方

向なんですか。

○日隈財政課長 ここの資料に書いてあるもの

以外のメニューを、ふんだんにかはわかりませ

んけれども、ある程度検討しております。

○右松副委員長 危機管理課にお伺いしたいん

ですけれども、昨年、口蹄疫が発生をして未曾

有の被害をこうむったわけですが、20日に口蹄

疫からの復興プランを出されたと思います。防

疫体制という観点から、感染源とか感染ルート、

初動問題、いろいろ課題が出てきたわけですが、

今後二度とこういったことが起きないように、

感染源、感染ルートをひとつしっかりと県のほ

うで精査をしてもらって、その結果を出してい

ただくのが今後につながっていくと思っている

んですが、そういった進捗状況と、いつぐらい

をめどに調査を完了していただけるのか、その

あたりをお伺いしたいと思います。

○金井危機管理課長 危機管理的な業務ではご

ざいますけれども、これにつきましては復興対

策課が特化して対応しておりまして、私どもと

切り離しまして口蹄疫復興対策課専従として

やっておりますので、別個の報告になろうかと

思います。御了解いただきたいと思います。

○山下委員長 ほかありませんか。

なければ終わりたいと思います。

それでは、以上をもって総務部を終わります。

ありがとうございました。

暫時休憩いたします。

午前10時45分休憩

午前10時49分再開

○山下委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が総務政策常任委員会委員となったところでご

ざいます。

私はこのたび、委員長に選任されました、都

城市選出の山下博三でございます。

一言ごあいさつを申し上げます。

昨年から、口蹄疫、鳥インフル、そして新燃

岳の噴火等未曾有の大被害となったところであ

りますが、ことしはこの復興に向けて全勢力を

傾けて取り組んでいかなければならない年に

なったなと、その思いであります。

また、私どもも一昨日、東日本の震災の状況

を視察してまいったんですが、まさしく想定外

の想定外でありまして、これだけの長い海岸線

を持った本県であるんですが、その防災対策に

ついても早急な取り組みが必要かなと、そうい

う思いを強くいたしているところであります。

また、県民政策部におかれましては、今年度、

アクションプランを発表されるということで、

私どもも大変期待しているんですが、またいろ

いろ議会の場で議論させていただきますように

お願い申し上げておきたいと、そのように思っ

ております。

それでは、委員の皆様方を御紹介いたします。

まず、私の隣が、宮崎市選出の右松副委員長

であります。

次に、向かって左側ですが、都城市選出の星

原委員でございます。

小林市・西諸県郡選出の宮原委員でございま

す。

宮崎市選出の外山委員でございます。

続きまして、向かって右側ですが、日向市選
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出の西村委員でございます。

宮崎市選出の鳥飼委員でございます。

宮崎市選出の前屋敷委員でございます。

次に、書記を御紹介いたします。

正書記の花畑主査でございます。

副書記の馬場主幹でございます。

次に、部長のごあいさつ、幹部職員の紹介並

びに所管業務の概要説明等をお願いいたします。

○渡邊県民政策部長 おはようございます。県

民政策部の渡邊でございます。

県民政策部につきましては、全庁的な視点に

立った政策立案や総合的な政策調整機能に加え

まして、県民生活に直結する施策を一体的、効

果的に進める組織でございます。より質の高い

県民生活の実現を図るため、職員一丸となりま

して取り組んでまいる所存でありますので、委

員の皆様の御指導、御支援を賜りますようお願

いします。

それでは、座って職員等の紹介をさせていた

だきます。

政策担当次長の緒方哲でございます。

県民生活担当次長の城野豊隆でございます。

部参事兼総合政策課長の茂雄二であります。

秘書広報課長の甲斐正文でございます。

統計調査課長の大野保郎であります。

総合交通課長の中田哲朗です。

中山間・地域政策課長の福田直でございます。

生活・協働・男女参画課長の大脇泰弘でござ

います。

文化文教・国際課長の日高正憲でございます。

人権同和対策課長の吉田正彦でございます。

情報政策課長の長倉芳照でございます。

広報企画監の松岡弘高でございます。

交通・地域安全対策監の柳田勇でございます。

それから、県議会担当、総合政策課調整担当

主幹の内野浩一朗でございます。

以上でございます。よろしくお願いしたいと

思います。

それでは次に、委員会資料の３ページをお開

きいただきたいと思います。県民政策部の組織

一覧表を記載しているところでございます。ま

ず、部の組織でございますが、本庁９課、出先

４機関で構成しておりまして、職員数は総計219

名であります。

次に、５ページから７ページにかけまして本

庁各課の所管業務を記載しております。こちら

は後ほどごらんいただければと思っております。

次に、９ページをごらんいただきたいと思い

ます。県民政策部の平成23年度一般会計当初予

算額でございますが、一般会計の表の一番下、

計の欄にありますとおり103億8,967万3,000円で

ありまして、その一番右の欄にありますように、

昨年度当初予算と比較しまして91％、９％の減

となっております。これは、平成23年度当初予

算は人件費等の義務的経費や経常的経費を中心

とした、いわゆる骨格予算として編成したこと

によるものでございます。しかしながら、経済・

雇用対策経費など早急な対応を必要とする経費

につきましては、県民の生活に影響を生じさせ

ないよう予算に計上し、骨太な骨格予算とした

ところでございます。政策的な判断を要する経

費は、いわゆる肉付け予算としまして、６月議

会におきまして、さらなる新規事業を含め補正

予算案を提案させていただくこととしておると

ころでございます。

また、宮崎県開発事業特別資金特別会計予算

につきましては、その下の表にありますように

１億6,521万4,000円となりまして、昨年度と比

較しますと299％、約３倍となったところでござ

います。これは、一般会計に資金を繰り出しま
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して、環境森林部所管の住宅用太陽光発電シス

テム等導入支援事業に１億5,000万円、環境保全

の森林整備事業に1,500万円を充当するものでご
も り

ざいます。

次に、11ページをごらんいただきたいと思い

ます。これは、平成23年度県民政策部の事業を、

県の重点施策に関連するもの、それ以外の主な

新規・重点事業について整理したものでござい

ます。平成23年度の県の重点施策につきまして

は、知事の政策提案のもとに、「口蹄疫からの再

生・復興」「経済・雇用対策」「長期的課題への

対応」の３つを設定しておりますが、県民政策

部では、経済・雇用対策として２事業、長期的

課題への対応としまして12事業を計上したとこ

ろでございます。

それから13ページから17ページにかけまして、

その他の新規・重点事業を所管課別に掲載して

おりますので、後ほどごらんいただきたいと思

います。

続きまして、その他の報告事項でございます。

常任委員会の目次をごらんいただきたいと思い

ます。今回は、「県総合計画アクションプランの

策定状況について」を初め合計４件の報告事項

があります。詳細につきましては担当課長から

説明いたします。

私からの説明は以上でございます。よろしく

お願いします。

○茂総合政策課長 総合政策課でございます。

県総合計画について御説明いたします。多少長

くなりますけれども、御了承いただきたいと思

います。

本日は、委員会資料と、別添資料といたしま

して資料１～４をお配りいたしております。委

員会資料と資料１につきましてはアクションプ

ランの概要版でございます。資料２はアクショ

ンプランそのもの、そして資料３は総合計画審

議会あるいは市町村からの御意見でございます。

また、資料４は県民の皆様からお寄せいただき

ました御意見、それにつきましての対応や考え

方をまとめたものでございます。本日は、委員

会資料と資料２に基づきまして御説明いたした

いと思います。

まず、委員会資料の19ページをごらんいただ

きたいと思います。１の計画策定の趣旨でござ

いますが、総合計画は大きく２つに分かれてお

りまして、１つ目が長期ビジョンでございます。

これは２月議会で議決いただいたものでして、20

年後を見据えたものでございます。その下のア

クションプラン、これが２つ目でございます

が、20年後を見据えた明日の宮崎の礎づくりを

進めていくために、この４年間で何を目指し、

どのように行動していくかを示すものでござい

ます。こちらにつきましては６月議会に議案と

して提案させていただきたいと考えております。

これまで、審議会だけでなく、地域別の県民

会議、あるいは市町村との意見交換、さらには

県民の皆様のパブリックコメントなどさまざま

な機会を通じまして多くの御意見、御提言をい

ただきました。その経過につきましては、その

下の２に記載のとおりでございます。

このうち、県民の皆様からの意見募集につき

ましては、３に書いてございますとおり、４月28

日から５月18日までの間行いまして、46名の方

から120件の御意見をいただいたところでござい

ます。本日は、総論と各論に分けましてポイン

トを御説明いたしますけれども、これまでにい

ただきました多くの御意見の中から幾つかの御

意見を随時補足する形で御説明をさしあげたい

と考えております。詳しい資料につきましては

後ほどごらんいただきたいと思います。
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それでは、分厚い資料になりますが、資料２

宮崎県総合計画（案）に基づきまして御説明さ

しあげたいと思います。

開いていただきまして、１ページをお願いい

たします。一番下、３の進行管理による着実な

推進でございますけれども、工程表を策定いた

しまして、毎年度、進捗状況を踏まえた見直し

を行いますとともに、自己評価あるいは外部有

識者による分析・検証を行ってまいります。

次に、その右側の２ページでございます。上

から３分の１が、２月議会で御承認をいただき

ました20年後を見据えた長期ビジョンでござい

ます。基本目標を「未来を築く新しい「ゆたか

さ」への挑戦」といたしまして、戦略１から戦

略８までの８つの戦略で構成をし、その下には

分野別施策を掲げているところでございます。

次に、下の３分の２が、今回御説明いたします、

この４年間の方向を示しますアクションプラン

でございます。施策目標といたしまして、「危機

事象への対応と再生・復興」以下４つを掲げて

おりますが、これは河野知事の政策提案を掲げ

たものでございます。

以下、その下に３つの地域創造システム、あ

るいは計画推進に当たりましての基本姿勢、そ

して各論といたしまして、一番下のほうでござ

いますけれども、10個の新しい「ゆたかさ」創

造プログラムを掲げております。この４年間で

は「危機事象への対応と再生・復興」が緊急の

課題だという認識がございまして、１番目にそ

れを掲げまして、２以下は上の長期ビジョンと

同じ並びにしております。そして最後に、家庭

内暴力とか自殺対策、交通安全、防犯など、今

後着実に取り組むべき施策を１つのプログラム

としてまとめたものでございます。

次に、恐れ入りますが、３ページをごらんい

ただきたいと思います。先ほど申し上げました

４つの施策目標でございます。まず、やはり何

といいましても再生・復興が重要であるという

ことで、そのためには産業・雇用づくりが重要

でございます。また、「日本一の子育て・子育ち

立県」を目指したいというふうにも考えており

ます。

次に、４ページをお願いいたします。未来を

築く地域創造システムの構築でございます。近

年、時代が大きく動いておりまして、目標達成

していくためには、これまでの社会・経済シス

テムを大きく変えていく必要があると考えてお

りまして、３つの社会システムの構築に重点的

に取り組んでいきたいと考えております。

１つ目が、地域連携・交流システムでして、

都市と中山間地域の交流連携、あるいは広域的

な市町村の連携による都市機能の維持・確保な

どでございます。

その下の２つ目が地域経済循環システムでご

ざいます。これは、県民の需要を喚起し、価値

や資金がうまく県内を循環する流れを強化して

いくことが、やはり宮崎県の経済活性化には大

変重要だと考えております。具体的に申し上げ

ますと、本県農林水産物の消費拡大あるいは県

産材の利用、県産品の購入促進、100万泊県民運

動、さらには公共事業や民間設備投資における

県産材・県産品の利用促進などでございます。

その下の３つ目が、地域有縁システムでござ

います。これは、最近よく言われますけれども、

無縁社会にならないように、あえて「有縁」と

いう造語を使っております。地域を初め皆さん

できずなを強化していこうというものでござい

ます。

恐れ入ります。次に５ページでございます。

この計画を推進していく上での基本姿勢を掲げ
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ております。まずは、対話と協働による県民総

力戦の推進でございます。その次に、新しい時

代を創造するチャレンジでございますけれども、

このように大変厳しい時代の中にありましても、

「食の王国みやざき」づくり、あるいは「環境・

新エネルギーの先進地づくり」などに果敢に挑

戦してまいりたいと考えております。３つ目が、

常在危機を意識するということでございます。

想定しないような危機や被害にいつでも直面す

る可能性があるということを我々は十分経験い

たしましたので、こういうことを常に認識し教

訓にしていく必要があるということでございま

す。このことにつきましては河野知事も折に触

れ発言をされているところでございます。また、

右側になりますけれども、分権時代にふさわし

い対応、あるいは行財政改革の推進にも引き続

き取り組んでいく必要があると考えております。

以上が総論部分になります。これまでいただ

きました主な御意見といたしましては、「100万

泊県民運動あるいは地産地消を初めとして、県

内で経済を循環させていこうという地域経済循

環システムは、特に中山間地域には効果的であ

るので、早く具体化してほしい」、あるいは「厳

しい時代だからこそ、もっと夢のあるプランに

してほしい」「これからは、評価とその後の進行

管理が極めて大事である」といったような御意

見をいただいているところでございます。

次に、７ページをごらんいただきたいと思い

ます。ここからがいわゆる各論ということにな

ります。まず、簡単に資料の見方を御説明した

いと思います。例えば８ページに「危機事象へ

の対応と再生・復興プログラム」とございます。

ここで御説明いたしますと、まず、プログラム

全体の現状と課題を書いております。そして次

に「取組方針」と書いてございますけれども、

これは、１ページめくっていただきまして、９

ページにあります４つの重点項目につきまして、

それぞれについての取り組み方針を示したもの

でございます。また、10ページをごらんいただ

きますと、プログラム全体の成果や達成度を見

るための重点的な指標を掲げております。さら

にもう１ページおめくりいただきまして、11ペー

ジでございますけれども、箱囲みに「県民の主

な役割」を記載しております。「県民の主な役割」

という記載は、行政として一生懸命取り組んで

まいりますけれども、県民の皆様にも一緒に取

り組んでいただきたいという思いを込めてここ

に書いているものでございます。本県では恐ら

く初めての記載の仕方になると考えております。

なお、県民の主な役割につきましては、「県民と

の共有という意味では評価をする」といった多

くの御意見をいただきました。その一方で、「こ

こまで多く求められると、ちょっと嫌になる人

もいるんではないか」とか「やりたくてもでき

ない人もいるんではないか」といったような御

意見もいただきましたけれども、ここにつきま

しては今回の目玉の一つと考えておりまして、

今後ＰＲに工夫を凝らしてまいりたいと考えて

いるところでございます。

それでは、10個のプログラムにつきまして、

概要のみ御説明いたしたいと思います。恐れ入

ります、７ページにお戻りいただきたいと思い

ます。ここに10個のプログラムを掲げておりま

すけれども、ポイントのみを御説明いたします。

まず、１危機事象への対応と再生・復興でご

ざいます。これにつきましては、災害に強い県

土づくり、新燃岳火山災害への対応、口蹄疫や

鳥インフルエンザ等からの農畜産業、商工業な

どの県内経済の回復、また特に、安全・安心な

畜産の構築といたしまして、「県内一斉消毒の日」
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など防疫体制の構築、さらには特定疾病のない

地域の構築、環境に配慮した適正飼養やゾーニ

ングへの取り組み、さらには、埋却地の環境対

策と将来の利活用、農商工連携や６次産業化な

どを掲げているところでございます。御意見と

いたしましては、「危機や災害に見舞われたけれ

ども、こういう場合については、いわゆる災害

弱者に配慮しながら、自分の身は自分で守ると

いう意識の醸成が必要ではないか」「ハザードマ

ップについては、その見直し、あるいはそれを

簡単に入手できるような工夫が必要ではない

か」、あるいは「口蹄疫等からの復興においては

商工業にも十分配慮してほしい」「新燃岳噴火は

まさに現在進行形の災害であり、十分な対策を

とってほしい」などといったような御意見がご

ざいました。

次に、２脱少子化・若者活躍でございます。

県内での就業機会の確保が非常に重要だと考え

ております。また、出会いの場の確保、あるい

は交流の場の創出といったこと、さらには、一

方でニート対策、ひきこもり対策も重要と考え

ております。地域全体での子育て支援、さまざ

まなライフスタイルや三世代同近居への理解促

進、また、最近よく言われますが、ワークライ

フバランスの推進などにも取り組んでまいりた

いと考えております。御意見といたしましては、

「ワークライフバランスあるいは日本一の子育

て・子育ち立県がやはり重要である」「女性の働

きやすい環境づくりが必要である」といったよ

うなものがございました。

次に、３将来世代育成でございます。この部

分は教育の分野でございますが、具体的には、

家庭での読み聞かせ、早寝早起き朝ごはん、「み

やざき弁当の日」の実践、あるいは「ふるさと

学習」の推進、「知事の白熱教室」あるいは「よ

うこそ先輩」などの取り組み、またスポーツ面

におきましては、甲子園での優勝ですとか、国

体、高校総体での上位成績を目指す、さらには

文化の振興に取り組むといったようなことを盛

り込んでおります。ここにつきましては、「職業

系高校の充実強化が必要ではないか」、さらには

「教員の確保を図るべきではないか」といった

ような御意見が出されたところでございます。

次に、４健康長寿社会づくりでございます。

確実に高齢化が進んでまいりますので、若いう

ちからの健康診断や運動の習慣化によって疾病

の予防に取り組むとともに、元気な高齢者も多

いと見込まれますことから、生きがいづくり、

あるいはシニアパワーの活用促進を掲げており

ます。また、医師の確保、救急医療体制の充実、

さらには魅力ある県立病院づくりなどにも取り

組んでまいりたいと考えております。ここにつ

きましてもたくさんの御意見をいただきました。

「医師の確保が必要である」、さらには、県北地

域の救急医療や県南地域の小児医療の充実を求

める声が多く出されたところでございます。ま

た、高齢者の雇用の場といたしましては、「本県

の場合は農林水産業がその受け皿になるのでは

ないか」といったような御意見もございました。

次に、５環境・新エネルギー先進地づくりで

ございます。これにつきましては、太陽熱、太

陽光、バイオマス、小水力、電気自動車などさ

まざまな新エネルギーの普及・開発の推進、あ

るいは節電、低炭素・循環型の地域づくり、リ

サイクルや自然環境の保護など地球環境の保全、

持続可能な森林・林業・木材産業の振興などに

取り組んでまいります。出された御意見といた

しましては、「宮崎の特性を生かして新エネル

ギーの基地づくりを進めるべきだ」という多く

の御意見をいただきました。また、「節電のため
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には、例えば契約アンペアを下げるといったよ

うな身近な取り組みが必要ではないか」といっ

たような御意見もございました。エネルギー問

題に対しては非常に関心が高いということがわ

かったところでございます。

次に、６フードビジネス展開でございます。

我が国の安定的な食料確保の観点から、国際競

争に負けない、強く、しかも安全・安心な農業、

水産業の構築が求められております。そのため、

九州内あるいは南九州内でのフードビジネスの

拠点づくり、あるいはみやざきブランドの展開、

担い手の確保、生産基盤の整備、環境保全型産

業の推進などに取り組んでまいりたいと思いま

す。ここでは、出された御意見といたしまして

は、「加工野菜の開発にも取り組むべきである」

「もうかる農業をさらに進めるべきである」、

さらには、「安心・安全な食料基地に徹底して取

り組むべきである」「地産地消はもちろんだけれ

ども、さらに他県に売り込みを図りアジアの農

業生産基地を目指すべきだ」といったような御

意見をいただいたところでございます。

次に、７「地域発」産業創出・雇用確保でご

ざいます。輸送機械、電子・精密などを初めと

いたしましてエネルギー、医療関連産業の立地

促進、さらには、みやざきソーラーフロンティ

ア構想、東九州メディカルバレー構想、さらに

は、仮称でございますけれども、宮崎県中小企

業振興条例の制定などを掲げております。また、

東九州自動車道の早期全線開通、九州中央自動

車道の整備促進、重要港湾の整備促進、さらに

は、陸・海・空の交通・物流ネットワークの維

持・充実といたしまして、中国などとの国際新

規路線の開設や新規国内路線開設に向けての検

討、さらには海上・鉄道輸送への転換、鉄道の

利用促進などを掲げております。ここでは、「異

業種の交流、あるいはインキュベーションが重

要である」「輸出に力を入れ、その拠点づくりが

必要だろう」といった御意見がございました。

次に、８観光交流・海外展開でございます。

これにつきましては、海や緑、神話を生かした

観光、あるいはスポーツランドみやざきの展開、

県産品の定着化、民間と行政が一体となった

「オールみやざき営業チーム」による総合的な

展開、みやざき東アジア経済交流戦略の策定を

初めとする観光、物産を含めたアジアの市場開

拓、グローバルな人材の育成・確保などに取り

組んでまいります。御意見といたしましては、

「森林セラピーや森林基地、あるいは神楽、花

といった宮崎ならではの資源をもっと大事にす

べきだ」ということ、それから「物流にもっと

力を入れてモーダルシフト化をさらに進めるべ

きだ」などといったような御意見がございまし

た。

次に、９持続可能な地域づくりでございます。

これにつきましては、宮崎市、都城市、延岡市

と日向市、この３つの拠点を中心といたしまし

て広域的な連携の促進、さらにはコミュニティ

バスなど地域内交通への取り組み、移住定住の

促進、きずなを深めることによる暮らしやすい

まちづくりなどの推進に取り組んでまいりたい

と考えております。また、「いきいき集落」の取

り組みや鳥獣被害対策を推進しながら中山間地

域の活性化に取り組んでまいりたいと思ってお

ります。御意見といたしましては、「中山間地域

の公益的機能や、さらにはユニバーサルデザイ

ンといった考え方をもっと強く打ち出すべきだ」

といったようなところでございました。

最後に、10安心で充実した「くらし」構築で

ございますが、障がい者の自立と社会参加の促

進、男女共同参画社会づくり、ＤＶ対策、自殺
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対策、防犯、交通安全などの、いわゆるセーフ

ティーネット対策に力を入れていきたいと考え

ております。ここで出された御意見といたしま

しては、「女性管理職の登用が重要である。さら

に自殺対策も重要である」「青少年を中心として

ネット犯罪への対応が必要である」、さらには「地

域を守る交番をさらに充実していく必要がある」

といったような御意見がございました。

なお、大きくページを飛びますけれども、76

ページと77ページをごらんいただきたいと思い

ます。ここに主な部門別計画の一覧を載せてお

ります。この総合計画は県全体の計画でござい

ますので、これをさらに具現化いたしますため

に、これらの部門別計画におきまして、さらに

詳しい施策、あるいは具体的な方向性、内容を

明らかにしていきたいと考えているところであ

ります。

以上、御説明いたしましたが、６月議会にお

いて議案として提案をさせていただきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたしたい

と思います。

最後に、もう一点だけ御報告をさせていただ

きたいと思います。昨日来報道されております、

ソフトバンクグループの提案によります自然エ

ネルギー協議会への参加についての御報告でご

ざいます。

本日は特に資料は準備しておりませんが、こ

れにつきましては、東日本大震災によりまして、

さまざまなエネルギーの確保が必要であること、

とりわけ自然エネルギーの普及拡大が今後の重

要課題であるという認識から、ソフトバンクグ

ループが、自治体と企業が協議する場の設置を

提案されたところでございます。現時点でのイ

メージといたしまして、ソフトバンクにおきま

しては全国に10カ所程度大規模な太陽光発電所

を設置することを検討しておりますが、具体的

には、本県を含めまして、今後、協議会で議論

をしながら進めていくことになると考えており

ます。

ソーラーフロンティア構想を打ち出しまして、

新エネルギーのフロントランナーとしてメガ

ソーラーの立地、あるいは住宅用太陽光発電の

普及促進などに取り組んできました本県にとり

ましても、企業や他の自治体と連携しながら自

然エネルギーの普及拡大に取り組んでいく機会

となりますことから、この自然エネルギー協議

会に参加することとしたところでございます。

なお、昨日現在で19の道と県が参加する予定と

いうふうに聞いているところでございます。

長くなりましたけれども、以上でございます。

よろしくお願いいたします。

○福田中山間・地域政策課長 それでは、委員

会資料の21ページをお願いいたします。平成23

年度宮崎県地域づくり顕彰受賞者についてでご

ざいます。

この顕彰制度は、本県の地域振興に関して特

に功績のあった個人及び団体を顕彰するもので

ございまして、平成８年度に創設したものでご

ざいます。第16回となりました今回は、市町村

及び各種団体から１個人、８団体の推薦があり、

選考の結果、資料のとおり、大賞１名と奨励賞

２団体を決定し、授賞式を去る５月９日に講堂

で行いましたので、御報告いたします。

続きまして、委員会資料の23ページをお願い

いたします。宮崎県中山間地域振興計画の策定

についてでございます。

この計画は、本年３月に宮崎県中山間地域振

興条例が公布・施行されたことを受けまして、

同条例第７条第１項に基づき策定するものでご

ざいます。
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計画の骨子案について御説明いたします。ま

ず、２の（１）計画期間でございますが、平成23

年度から平成26年度までの４年度間としてござ

います。また、（２）目的としましては、中山間

地域の振興に関する施策を総合的かつ計画的に

推進することとしてございまして、（３）の基本

目標としましては、持続可能な中山間地域づく

りを掲げてございます。（４）の施策の方向性と

しまして、県や市町村、住民等の連携・協働の

もと、集落の活性化、日常生活の維持・充実、

産業の振興の３つを柱として施策を展開してい

くこととしてございます。

一番下の３策定スケジュールにつきましては、

関係機関等の意見を伺いながら、７月をめどに

計画案を委員会にお諮りした上でパブリックコ

メントを行い、９月議会に議案を提出して議決

いただいた上で、計画を策定・公表する予定に

してございます。

ページをおめくりいただきまして、24ページ

でございます。いわゆる地域振興５法（過疎法、

山村振興法、離島振興法、半島振興法、特定農

山村法）の指定地域と農林統計上の中間・山間

農業地域を凡例のとおり色分けして地図でお示

ししたものでございまして、これらの地域が条

例上の中山間地域ということになってございま

す。

私からは以上でございます。

○日高文化文教・国際課長 第16回宮崎国際音

楽祭につきまして御報告いたします。

委員会資料の25ページをお開きください。第16

回宮崎国際音楽祭は、４月29日から５月18日ま

での20日間にわたり、ヴァイオリニストの徳永

二男さんを音楽監督に迎えて開催いたしました。

４の概要にありますように、今回は、東日本

大震災の影響で、10人の海外ゲストのうち９人

が出演を辞退いたしましたため、一時は多くの

公演の実施が危ぶまれましたが、ピンカス・ズー

カーマン氏を初めとする世界的巨匠に出演を快

諾していただき、演奏日や曲目等の大幅な変更

を行った上で実施することができました。

また、今回は、県民に親しみやすい音楽祭を

目指して掲げました「県民参加」や「音楽を通

じた県内青少年の育成」の視点を充実させた企

画を取り入れました。具体的には、下のほうの

米印に記載しておりますけれども、クラシック

の名曲を解説つきでお届けした名曲コンサート、

生目中学校吹奏楽部を初めとした県内の演奏家

がプロの演奏家と共演した県民コンサートを初

めて実施しますとともに、県内の小学６年生を

無料で招待しております「子どものための音楽

会」の公演回数を２回にふやしまして、約3,000

人の子供たちに一流の演奏を鑑賞していただき

ました。

なお、今回のチケット売り上げの10％は、県

が東日本大震災の復興のために設置予定であり

ます支援基金のほうに寄附をしていただくこと

にしております。

総入場者数でございますが、白丸印にありま

すように、メーンとなる５回の演奏会を初め、

スペシャルプログラム、子どものための音楽会

などの教育プログラムを合わせまして約１

万3,000人、そのほか関連事業として、４月29日

の開幕日に実施されました「みやざき国際スト

リート音楽祭」などの入場者を加えまして、合

計で期間中約６万2,000人の皆様にお越しいただ

き、無事に終了いたしました。今後も、この音

楽祭が県民参加で実施されますとともに県民に

幅広く愛されるものとなりますよう、引き続き

工夫を重ねてまいりたいと考えております。

説明は以上でございます。
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○山下委員長 以上で執行部の説明が終わりま

したが、質疑はありませんか。

○西村委員 総合計画のほう、説明を長く、あ

りがとうございました。やはり全国的に、災害

に対して、また防災の見直しというものがある

んですが、宮崎県も口蹄疫、新燃岳等々ありま

した。私も先週、被災地にボランティアで行っ

てきて、先ほど委員長が言われたとおり、想像

を絶する、復興ができるのかどうかわからない

という流れで、これから多くの財源が当然東日

本に集中されると思います。その中で宮崎県も、

例えば口蹄疫が昨年ではなくてことしだったら、

東日本の震災の後だったらと考えると、あれほ

ど手厚い支援を得ることができたのだろうかと

いうことを思うんです。

特にこの中で、先ほど総務部のほうからは東

日本を助けていくという基金の話が出まして、

民間から広くお金を集めると。私が東日本の震

災の現場を見に行ったときに、あれほど全国か

ら義援金等々が集まっているにもかかわらず、

まだ現場には届かないんです。該当する自治体

であるとか県であるとか、一番身近なところか

らどうやって支援をしていくのか。そのために

も財源というものを、国に頼ったり、民間に有

事が起きてから頼んだのでは遅いなと思ったん

です。特に財源のことが非常にこれからの壁に

なってくると思うこのアクションプランなんで

すが、県としては自由に使えるお金、早急に出

せるお金というものをどういうふうに考えてい

くのかお伺いしたいと思うんです。

○茂総合政策課長 なかなか難しい、鋭いお尋

ねかというふうに思っております。これにつき

ましては、本県も非常に財政状況が厳しいとい

うこともあります。そしてさっきおっしゃった

ように、東日本大震災の関係で、宮崎県、九州

にインフラ整備を含めてどの程度お金が回って

くるか、そのあたり非常に心配をされるところ

だと思っております。大変厳しい状況の中では

あるんですけれども、これからの復興・再生は

非常に大きな課題だと思いますので、そのあた

りには力を入れて、なけなしの金を使いながら

も最大限の努力をしていく必要があるんではな

いかと考えております。以上でございます。

○西村委員 昨年の口蹄疫の終息に向けて、特

に反発が多かったのは、畜産農家もしくは関係

者に関しては、国からの手当、いろんな義援金

なりが充てられたけれども、商工業に対しては

非常に厳しいじゃないかということで、終わっ

た以降にイベントとかプレミアム商品券で地域

復興を始めたわけです。今後、復興に向けての

資金を宮崎県がどうつくっていくかだと思うん

です。先ほどは東日本のための基金をつくられ

た。今度は、宮崎県がいざというときのために

使えるような基金というのがちょっとある、そ

ういうのをにおわせるような書き方をされてい

るものですから、今後そういう計画というのは

考えられるんでしょうか。

○茂総合政策課長 今の段階では、明確に検討

しているということは申し上げにくいかと思い

ます。もちろんおっしゃったように、東日本大

震災に向けての基金というのはつくろうという

ことで検討が進んでいるわけです。口蹄疫につ

いては、御存じかと思いますけれども、農政水

産部のほうで基金を持っておりまして、その使

途についても今検討が進んでいる状況でござい

ます。広く使えるものをどうするかということ

は、これから一つの大きな検討課題ではないか

と思います。

○西村委員 最後にしますけれども、この前の

口蹄疫の復興工程表の中でも、商工業者からも、
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農家に厚いじゃないかと。農家に厚いことが悪

いわけじゃないんですけれども、我々も被害者

だという思いも非常に強かったものですから、

そういう思いも含めて、県もすべての産業、商

工業にも目を向けていただきたいのと、スピー

ディーに対応できる基金なり財源なりを今のう

ちから積み立てていく。先ほどの話では6,000万

を超えるお金が民間企業から集まっているわけ

ですから、東日本に対して、みんな気持ちはあっ

ちに行っていますけど、宮崎県もいついかなる

ときに同じような状況になるかわからないとい

うことで、早目に対策を練っていただきたいし、

このアクションプランが具現化していく中にも

盛り込んでいただきたいと、個人的に思います。

○渡邊県民政策部長 今の西村委員の御指摘、

非常に大切な問題でございまして、私、昨年ま

で商工観光労働部長でございました。商工業に

つきましては直接的な補償がないわけです。口

蹄疫のときは、たしか観光コンベンション協会

の基金がありまして、それを緊急的に発動して

どうにか、商工業、観光業も含めてイベント等

を開催して消費需要を喚起した、そういう取り

組みがあります。今回、東日本大震災で基金制

度をつくりました。これも大きな一つの仕組み

だろうと思うんです。いろんな角度から検討し

なければいけないと思いますが、いずれにしま

しても、起きてから機動的に対応しないと商工

業はがたんと落ちていくんです。そこをどう対

応するかということは非常に大きな課題でござ

いますし、その対策を機動的にやっていくため

のシステムは早急に検討しなきゃいけないとつ

くづく思っています。また、今回のアクション

プランでもそのあたりを踏まえて、13ページの

下にちょっと書いておりますが、具体的には書

いておりません。このあたりをベースに今後検

討していく必要があると、そういう考えでおり

ます。よろしくお願いします。

○鳥飼委員 口蹄疫復興ですよね、３月までは

茂課長のところで口蹄疫の復興について全般を

事務分掌していたんです。今度、口蹄疫対策局

ができたということもあるんでしょうけれども、

今後はどんなふうになっていくでしょうか。今

言われたような観光の問題についても、物流の

問題についても、消毒とかいろんなことについ

ても総合的に、口蹄疫からの復興というのを知

事が掲げる、私どもも同じ考え方なんですけど、

経済の復興を図っていくということであれば、

県民政策部としてのものが何か必要なんじゃな

いかという気もするんですけど、その辺はどん

なふうに考えていけばいいんでしょうか。

○渡邊県民政策部長 今回の組織、４月以降復

興対策局ができました。ここはプランニング、

工程表等も作成、全体を調整する組織としてあ

らなきゃいけない、そういうふうに考えており

ます。じゃ、あそこだけかというと、そうじゃ

ないわけで、中身は、商工業対策から県庁全般

の対策からいろんな分野にわたるわけでござい

まして、当然、我々県民政策部もそれに大きく

関与していく、一緒にやっていくということに

なる。それと予算的な管理、いわゆるファンド

をつくりまして、そのあたりも復興対策局がやっ

ておりますので、当然そこが一元的に管理する。

ただ、事業展開は各関連部がやりますし、また、

総括的な進行管理は復興対策局がやると思いま

すが、全体的な事業参画、あるいは県庁全体か

ら見た我々の助言なり調整なりは当然県民政策

部の役割と思っていますので、大いに関与して

いきたいと思っています。

○鳥飼委員 今出たような直接的なもの以外の

ところ、特に商工におられたわけですから、い
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ろいろあると思うんです。ぜひその辺の目配り

もお願いしたいと思いますし、ここでお聞きを

すれば大体わかるようなことで対応していただ

ければと思います。

もう一つだけ。小さいことで恐縮ですが、４

ページに、総体的に総合計画が前回と変わった

のは、口蹄疫からの復興というのが前面に出て

きたことかなということで―部長も前、次長

でおられたからですね―そこが変わってきた

のかなという考え方をするんですが、ちょっと

わからんかったのは、100万泊県民運動、これは

知事が提唱した部分かなと。現在、県外客が450

万ぐらい、県内入れて800数十万、観光消費額

が800億で県外がどんどん下がってきて、400数

十億に下がってきているという状況ですけれど

も、実態的に県民が何泊ぐらい―県民100万泊

ですから、県内、県外含めて100万泊ということ

だろうと思うんですけど、実際にはどんな状況

なんでしょうか。

○茂総合政策課長 申しわけございません。何

泊しているかというのは手元にデータを持って

おりません。ここで言っております100万泊運動

の心は、県民が意外と県内のことを知らないの

ではないかと、私の知り合いでもいますけど、

宮崎市の人で意外と椎葉に行ったことがない人

もいる、延岡の人で意外と都城に行ったことが

ない人もいる。そういった人については、でき

れば１泊でそういうところに行って地元のこと

をもっと知ろうということだろうと思います。

これは、県外に行く以前にまず地元のことを知

るということが大事じゃないか、そして地産地

消し、いろんな経済を県内で回していくという

ことだろうと思っております。数字は、本当に

申しわけないんですけれども、一生懸命取り組

んでいきたいと思っておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。

○鳥飼委員 急な質問で申しわけなかったんで

すけれども、この意味がちょっとわからんかっ

たものですから。

県民の所得がアップしないと宿泊する人はふ

えないですよね。そういう意味で言うと県外客

をというようなことになってくる。県外客の観

光消費額を上げていこうと、そういうことにな

るんですけど、県民の所得水準が低いというの

もあってなかなかふえないのかなという気もし

ます。年末に青島に行くこともあったりするん

ですが、前は県庁職員の人を年末年始のときに

見ていたんですけれども、近ごろは余り見ない

ですね。ということは厳しい状況になってきて

いるのかなと、連動しているなという意味で、

お互い努力をしていかなきゃいかん問題である

というふうに思うんですけれども、答弁は要り

ません。

○渡邊県民政策部長 平成21年の観光統計があ

るんですけど、この間速報を出しまして最終的

な報告書をまとめております。カウント数で県

内客が750万人、県外が440万人という数字が出

ております。ただ、この750万人という数字はい

わゆる入り込みです。例えば県内でいろんなイ

ベントをやります。そこに行きます。その人は

県内客と推計して数えているわけです。これが

宿泊かどうかというのは統計的には一致しない。

それからもう一つ、消費額という統計がある

んですが、21年が県内客の消費額が303億という

数字が出ております。したがって、消費額から

いっても県外客が多いわけでございますけれど

も、この数字が、宿泊に伴う消費額とか、土産

を買ったりいろいろあるわけでございまして、

泊数でどういう数字が出るかは統計的にもはっ

きりしません。したがいまして、100万泊運動と
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いうのは県民運動の標語として使われていると

いうことで、我々としましては、県内客がいろ

んな県内の地域を回って１泊でもしていただく、

そういう取り組みを今後進めていく必要がある。

それが県内の消費需要を喚起するということで

ございますので、そういう意味でこういう取り

組みをやっていくということだろうと思います。

○星原委員 今、総合計画、未来みやざき創造

プランということでずっと説明いただいたんで

すが、一つは20年後の展望という形で、議会で

もいろいろあったと思うんですけれども、20年

前と今、20年が過ぎてきているわけです。20年

前というと私が40ちょっとぐらいのときです。

その時代から20年たっている。これから20年後

のプランニングされているんですが、そういう

流れの中で、財政的な裏づけ、今、国も900兆円

ぐらいの借金、県も１兆円超えたというような

条件の中で、財源的な裏づけもちゃんと把握し

ながら目標を立ててつくられたプランなのかど

うか、その辺を教えていただくとありがたいん

ですけれども。

○茂総合政策課長 ごもっともな御質問だと思

います。これについては、私ども計画をつくる

段階でいつも財政のことは考えてしまうわけで

す。お金のことを考えるとどうしても現実的に

ならざるを得ないし、かといってお金のことを

考えなければ突拍子もないような計画になって

しまうということもありまして、どのあたりに

着地点を置くかということがいつも非常に問題

になるんです。私どもとして考えますのは、夢

を描きつつ、その中で選択と集中という観点も

必要でしょうし、よく言いますけど、最小の経

費で最大の効果を上げるというような観点から、

現実的には毎年毎年の予算の中で優先順位を勘

案しながら選んでいって着実にやっていく必要

があると考えております。すべてが財政的な裏

づけがあるというわけではもちろんございませ

んけれども、少しずつでも着実に取り組んでい

きたい。私どもが考えているのは、ハードルを

低くしてしまいますと、実現は容易だとは思う

んですけど、それじゃ進歩がないということで、

少しハードルを高めまして、それに向かって努

力していこうと考えております。例えば、先ほ

ど申し上げました、中国との定期航空路線の開

設はかなりハードルが高いかもしれないんです

けれども、それに向けて目標を掲げて少しずつ

でも取り組んでいきたいという気持ちでござい

ます。

○星原委員 ハードルを高くすることはもっと

もなことです。県民を豊かに持っていくために

は、ある部分は夢も語っていかなくちゃいけな

いだろうというふうに思うんです。私の記憶で

は、私が平成７年に来たころは、県債4,600億円

ぐらいだったんじゃないかと思うんです。この15

～16年の間に倍以上の借金になってきているわ

けです。バブルがはじけた経緯もあるわけです

が。ただ、今の国の状況、今回の大震災の影響

から見たり、我が県でも口蹄疫とか鳥インフル、

新燃岳と災害が出ている中で、県民所得も毎年

毎年落ち込んでいっている状況でありますよね。

そうすると、一方では夢も掲げなくちゃいけな

いけれども、裏づけとなる財源をどう確保して

いくかということが基本的になされていかない

と、夢は語っていいんですが、実現するために

はどれだけの財源が必要かとなったときに、そ

の財源をつくるための政策をどういうふうに

打っていくのかというのも考えておかないと、

５年、10年たつうちに、私も議員をやめている

かもしれない、皆さん方も定年になっている人

もいるかもしれない。そういう流れの中で、後
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世の人たちにちゃんと引き継ぐためには、そう

いうものも掲げながら、夢の高いところに置く

ことは大事だというふうに思うんです。だから、

財源の問題を言ったのは、財源確保のためのプ

ランニングというのは、どういうふうにしてい

けば宮崎に自主財源比率、要するに県税収入が

上がっていくんだ、一方では上げていくんだと

いうこともなされてこないと、夢に終わっちゃ

うんじゃないかと思うんですが、その辺につい

てはどうなんですか。

○茂総合政策課長 ただいまのお話でございま

すけれども、例えば行財政改革プランを総務部

でも策定しておりまして、その中で、歳出を全

面的に見直していかに歳入を確保していくか、

具体的に検討がされているところでございます。

我々もその説明を十分受けておりますけれども、

そういう形で歳入を確保しつつ、歳出について

は最大の効果を上げるような視点でチェックし

ていくことが必要だと思います。それはもちろ

ん総務部と一緒に、県民政策部だけでなく県庁

全体でそういう意識で取り組んでいく必要があ

ると考えております。

○星原委員 ここに重点施策で掲げてある政策

の中に、政策として追っかける部分と、財源と

して追っかける部分の数値も、それぞれの部あ

るいは課の目標に掲げさせていって、こういう

効果が出てくる、あるいはこれだけ県民の所得

がプラスになっていくんだとか、ある部分では

そういう目標的なものも―どこかに出てくる

んだろうと思うんですが―追っかけていかな

くちゃいけないのかなと思っております。それ

については答弁は要りませんけれども。

ただ、そういう流れの中で、一つは、今まで

も特別委員会でも取り上げてきたと思うんだけ

ど、要するに交通網の整備といいますか政策、

戦略。鹿児島まで新幹線が通ってきて、熊本―

鹿児島―福岡ラインは大阪、東京までずっとつ

ながっていきます。宮崎を考えると、新幹線は

通っていない、航空戦略でいけば、小型機になっ

てきて輸送云々がどうだ。海では船の部分でも

輸送量の問題があってなかなか厳しかったり、

高速道路にしてもまだまだこれから―この前、

志布志―都城ラインの今町工区だけのちょっと

した開通のイベントもあったところですけれど

も、あれが志布志まででき上がるのが10年かか

るのか、あるいはそれ以上かかるんじゃないか

と言われているんです。そうなってきたときに、

県としての交通政策、戦略というのをぴしっと

掲げて、そこから波及するものがありますよね。

要するに観光でも物流でも産業でもすべて関連

していくわけです。そういった部分というのが、

ここに多少出てきているのは出てきているんで

すけど、弱いのかなという感じがするんですが、

その辺の扱いについてはどう考えているんです

か。

○中田総合交通課長 今、星原委員がおっしゃっ

たことは非常に大事なことだと思っています。

いわゆる交通網は、インフラの部分で県の産業

を振興する上で大事ですけれども、本県の場合

は新幹線が通っていませんので、ある意味、飛

行機の割合が非常に大きいんですが、飛行機は

どうかというと、小型化をしていますし、路線

数もどんどん減ってきていると、非常に厳しい

状況にあります。新幹線が西のほうに通った、

あるいは高速道路も順次整備がされております

ので、そういった状況を踏まえて、本県の交通

のあり方を一からもう一回考え直してみようか

ということを、今年度取り組んでいきたいとい

うふうに考えているところでございます。

○星原委員 資料１の４年間の実施期間の中に
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①～⑤まで書いてある。これを見せていただい

て、宮崎を伸ばしていくためには、最低限、交

通網の整備をどこまでは４年間で引き上げてい

くんだとか、こういう形で乗り切っていかない

と宮崎の産業、すべて発展しないんじゃないか

と思うものですから、その辺の考え方をこの中

でどういうふうにとらえたらいいのか。すべて

絡むんじゃないかな、ここに掲げてある中でで

すね。そこが整備されていかないと、先ほど言

われた20年間の長期のプランニングの中で、要

するに県民所得なり県の財政状況をよくしてい

くためにも、基礎的なもの、土台になるものが

でき上がってこないと厳しいんじゃないかと想

定するんです。いろんなものが細かくは出てき

ているけれども、本当に基本的なものは何なの

か、そういったものの中に含まれていかないと、

あるいは国に対していろんな要望、あるいは予

算、補助金をもらうでも、そういうところに特

化して物を判断して、宮崎としてはこういうこ

とに力を入れないとすべての産業に影響がある。

それは何かというと、交通網の整備がほかの県

よりおくれているんだと、宮崎県としては20年

間のプランの中にいろんなものを組み込んでい

れば、そこの整備を一日も早くしてもらわにゃ

いかんといったものが入ってくるべきじゃない

かと思うんですが、その辺についてはどうなん

ですか。

○茂総合政策課長 おっしゃるとおりだと思い

ます。インフラの整備はすべての生産活動、県

民生活に密接に関係してくると思いますので、

今、宮崎県が最も力を入れるべき分野ではない

かと思っています。これにつきましては、例え

ば50ページに、東九州自動車道の整備というこ

とで現況値あるいは目標値を掲げておりますし、

その他細島港とか入れておりますけれども、さ

らに、工程表を作成いたしますので、その中で

可能な限り目標数値を織り込んできちんと進行

管理をしながら、おくれることがないようにちゃ

んとチェックをしていきたいと思っています。

特に、先ほど申し上げましたけれども、大震災

の関係等でこれからどれだけ財源確保できるか

危惧されますので、そのあたりは十分チェック

をしながら財源確保についても努力をしていき

たいと思っております。以上でございます。

○星原委員 我々議会のほうもその辺を注視し

ていきたいというふうに思っています。

○山下委員長 このアクションプランの問題は

６月議会もまたありますので、目いっぱい委員

会で議論していただくとありがたいと、このよ

うに思っています。

○右松副委員長 時間が押していますので、手

短に２点お伺いします。

まず、総論から１点が、１ページです。工程

表を作成しましたけれども、「自己評価や外部有

識者による分析・検証を行い、次年度以降の施

策展開に生かしていきます」というふうに出て

おります。このアクションプランは私たちの任

期の４年間にかかるものですから、私たちも極

めて責任がかかってくると思っています。そし

て目標達成する上で外部有識者の検証・分析と

いうのは極めて重要なミッションを帯びている

と私は認識いたしておりますので、外部有識者

によるどういった組織形態を考えているのか、

具体的に教えていただければありがたいという

のが１点です。

それから、各論が１点だけなんですが、59ペー

ジです。観光、スポーツランドみやざきの推進

とあるんですけれども、この中で丸の２つ目で

す。私も第５回の専門部会合同会議のアクショ

ンプラン答申にオブザーバーとして傍聴したん
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ですけれども、いろんな意見が委員から出てお

りました。そういった中で、３つの旅、「恋」と

「波」と「ゆっ旅」とあります。宮崎は、御承

知のとおり県土面積76％が森林を占めていると

いうことで、極めて森林と山の方向なんです。

ですから、マリンスポーツだけではなくて、例

えば森林セラピー、森林浴とか、三股の細山田

さんから発言がありましたようにノルディック

ウオーキングとか、こういった森林関係の文言

も入れていただくといいのかなというふうに感

じております。以上です。

○茂総合政策課長 先ほどの外部有識者による

分析・検証につきましては、これから力を入れ

ていきたいと考えております。現在のところ３

つの分科会をつくってやっておりますけれども、

これを具体的にどうやっていくかということに

ついては、今後さらに重点的に検討を進めてい

きたいと考えておるのが１点でございます。

もう一点の森林セラピーとかノルディックウ

オーキングのお話でございます。これにつきま

しては観光の部分に少し記載をしております。59

ページの一番上に「海や森林、神話など県内各

地の地域資源を総点検し」云々と書いてござい

ますけれども、まだ書き込んだほうがいいとい

うことであれば、そのあたりは十分また検討さ

せていただきたいと思います。

○右松副委員長 １点だけ。外部の有識者によ

るチェック機能ですけれども、できましたら議

員もその中に何名か選んでいただいて、厳しく

チェックして進捗状況を把握した上で、重点指

標と目標値が出ていますので、これに到達しな

いということであれば、軌道修正なり政策転換

も必要な部分が出てくるかと思います。できれ

ば議員も外部有識者によるチェック委員会にま

ぜていただければありがたいと思っております。

要望です。

○山下委員長 ほかにございませんか。

それでは、ないようですので、以上をもって

県民政策部を終わります。

ありがとうございました。お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時51分休憩

午前11時54分再開

○山下委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が総務政策常任委員会委員となったところでご

ざいます。

私はこのたび、委員長に選任されました、都

城市選出の山下博三でございます。

一言ごあいさつを申し上げます。

昨年から宮崎県は、口蹄疫、鳥インフルエン

ザ、そして新燃岳の噴火と未曾有の大災害に見

舞われまして、県民一丸となってその対策を願っ

ているところであります。議会、執行部の皆さ

ん方、一致団結してこの難局を乗り切っていき

たいと、私ども総務政策常任委員会も精いっぱ

い勉強しながら頑張っていきたいと、そのよう

に思っています。また御指導方よろしくお願い

いたします。

それでは、委員の皆様を御紹介いたします。

まずは、私の隣が、宮崎市選出の右松副委員

長でございます。

次に、向かって左側ですが、都城市選出の星

原委員でございます。

小林市・西諸県郡選出の宮原委員でございま

す。

宮崎市選出の外山委員でございます。

続きまして、向かって右側ですが、日向市選

出の西村委員でございます。
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宮崎市選出の鳥飼委員でございます。

宮崎市選出の前屋敷委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の花畑主査でございます。

副書記の馬場主幹でございます。

次に、会計管理者のごあいさつ、幹部職員の

紹介並びに所管業務の概要説明等をお願いいた

します。

○豊島会計管理者 会計管理者の豊島でござい

ます。ことし１年間、どうぞよろしくお願いい

たします。

私ども会計管理局の業務は、予算を執行しま

す各所属の会計書類の審査はもとよりですけれ

ども、日々の支払い準備金の確保や国庫補助金

等の市町村への迅速な交付などが主なものと

なっております。今年度も引き続き、予算の適

正な執行と公正な会計事務の確保に努めてまい

りたいと考えておりますので、山下委員長を初

め委員の皆様の御指導をどうぞよろしくお願い

いたします。

それでは、座って説明させていただきます。

お手元に配付しております委員会資料により

まして、会計管理局の概要等を御説明いたしま

す。

まず、１ページをお開きいただきたいと思い

ます。会計管理局の幹部職員の名簿でございま

す。課長以上の職員を紹介させていただきます。

会計管理局次長の坂本でございます。

会計課長の川野でございます。

なお、課長補佐の紹介につきましては名簿で

かえさせていただきます。

次に、２ページをお開きいただきたいと思い

ます。会計管理局の組織についてでありますけ

れども、ごらんのような組織となっておりまし

て、４月１日現在、39名の職員で業務を遂行し

ております。

次に、３ページをお開きください。分掌事務

でございます。私どもで所管しております事務

を列記いたしておりますので、後ほどごらんい

ただきたいと思います。

最後になりますけれども、４ページをお開き

いただきたいと思います。会計管理局の当初予

算の概要及び事業概要であります。平成23年度

の当初予算は、上の表の（１）当初予算の概要

にありますように、総額で５億2,965万円となっ

ております。また下の表、（２）主要事業の概要

にありますように、主な業務としましては、出

納事務執行及び財務会計システムの運営管理等

に関する事務、並びに証紙売りさばきに関する

事務であります。

会計管理局の概要説明は以上であります。よ

ろしくお願いいたします。

○山下委員長 会計管理局の説明が終わりまし

たが、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは次に、人事委員会事務

局長のごあいさつ、幹部職員の紹介並びに所管

業務の概要説明等をお願いいたします。

○四本人事委員会事務局長 ４月１日の人事異

動によりまして人事委員会事務局長を仰せつか

りました四本でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

委員の皆様には平素から、人事委員会の所管

業務の推進に当たりまして御理解と御協力を賜

り、厚く御礼を申し上げます。今後とも何とぞ

よろしくお願いいたします。

それではまず、人事委員会事務局の幹部職員

の紹介をさせていただきます。座って紹介させ

ていただきます。

お手元の委員会資料の１ページをお開きいた
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だきたいと思います。

総務課長の川越道郎でございます。

職員課長の梅原裕二でございます。

次に、事務局の組織及び業務概要について御

説明いたします。資料の２ページをごらんくだ

さい。事務局には、総務課に７名、職員課に７

名の職員が配置されておりまして、総務課が総

務担当と任用担当、職員課が給与担当と審査担

当ということになっております。職員は事務局

長以下15名であります。

次に、業務概要について御説明いたします。

資料の３ページをお願いいたします。人事委員

会は地方自治法及び地方公務員法に基づきまし

て業務を執行しております。各担当ごとの分掌

事務をここに列記しておりますが、主な業務と

いたしましては、任用担当においては、職員の

競争試験に関すること、あるいは職員の選考に

関すること。給与担当においては、給与に関す

る報告及び勧告に関すること。審査担当におい

ては、職員の不利益処分についての不服申し立

ての審査に関することなどであります。

次に、平成23年度当初予算の概要について御

説明いたします。資料の４ページでございます。

平成23年度当初予算額は１億5,494万7,000円で

あります。まず、下から２段目の（目）委員会

費784万2,000円でありますが、これは、人事委

員が３名おりますけれども、この報酬と人事委

員会開催に要する経費であります。

次に、（目）事務局費でありますが、１億4,710

万5,000円を計上しております。内訳としまして

は、事務局職員15名の人件費、県職員採用試験

実施に要する経費、給与その他の勤務条件の調

査研究に要する経費などであります。

なお、お手元に別途、本年度の県職員採用案

内のパンフレットをお配りしておりますので、

後ほどごらんいただきたいと思います。

以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。

○山下委員長 人事委員会事務局の説明が終わ

りましたが、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、以上をもって会計管

理局及び人事委員会事務局を終わります。

執行部の皆さん、お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午後０時２分休憩

午後０時３分再開

○山下委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が総務政策常任委員会委員となったところでご

ざいます。

私はこのたび、委員長に選任されました、都

城市選出の山下博三でございます。

一言ごあいさつを申し上げます。

昨年から、口蹄疫、鳥インフルエンザ、そし

て新燃岳の噴火と未曾有の被害を受けたところ

でありますが、ことしはその復興に向けた元年

であると、そのように思っているんですが、議

会、執行部一丸となって取り組んでいきたいと、

そういう思いであります。また特に、総務政策

常任委員会はそのかなめと思っております。きょ

うは議会事務局もいらっしゃいますので、一致

団結して取り組んでいきたいと、そのように思っ

ています。よろしくお願いいたします。

それでは、委員の皆様を御紹介いたします。

まず、私の隣が、宮崎市選出の右松副委員長

でございます。

次に、向かって左側ですが、都城市選出の星

原委員でございます。
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小林市・西諸県郡選出の宮原委員でございま

す。

宮崎市選出の外山委員でございます。

続きまして、向かって右側ですが、日向市選

出の西村委員でございます。

宮崎市選出の鳥飼委員でございます。

宮崎市選出の前屋敷委員でございます。

次に、書記を紹介いたします。

正書記の花畑主査でございます。

副書記の馬場主幹でございます。

それでは、監査事務局長のごあいさつ、幹部

職員の紹介並びに所管業務の概要説明等をお願

いいたします。

○渋谷監査事務局長 監査事務局長の渋谷でご

ざいます。よろしくお願いいたします。

私ども監査事務局といたしましては、４名の

監査委員が適正かつ的確に監査を執行すること

ができるよう、しっかりとサポートしてまいり

たいと考えておりますので、山下委員長を初め

委員の皆様には格別な御理解と御指導をよろし

くお願いいたします。

それでは、座って説明させていただきます。

最初に、職員を紹介させていただきます。

私の左隣ですが、監査第一課長の道休奉三で

ございます。

後ろのほうになりますが、監査第二課長の山

口博久でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、所管業務の概要について説明をさ

せていただきたいと存じます。

資料をお開きいただきまして、１ページでご

ざいます。まず、監査委員でございますが、識

見を有する者としての委員が、宮本尊委員と山

口博委員、それから議会選出委員が、外山衛委

員、宮原義久委員となっております。なお、代

表監査委員といたしまして宮本委員が選任をさ

れております。

２ページをごらんください。監査委員の補助

機関であります私ども監査事務局の組織と分掌

事務でございます。事務局は２課５班体制で、

職員は19名でございます。監査第一課では、下

の表にありますとおり、県民政策部などの各部

局の定期監査のほか、一般会計等の現金出納検

査や住民監査請求に関する事務等を行っており

ます。また、右側、監査第二課では、福祉保健

部などの各部局の定期監査のほか、行政監査や

公営企業の監査等を行っております。

次に、右側、３ページをごらんください。当

事務局の予算の状況でございます。上段のほう、

総務費・監査委員費につきましては、監査委員

及び事務局職員の人件費及び運営費でございま

す。下のほうの総務費・総務管理費につきまし

ては、包括外部監査委員による外部監査に要す

る経費でございます。

次に、めくっていただきまして、４ページで

ございます。今年度の監査等実施計画でござい

ますが、今年度は、定期監査におきまして251所

属、それから財政援助団体等監査におきまして45

団体程度を実施することとしております。

説明は以上であります。

○山下委員長 監査事務局の説明が終わりまし

たが、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは次に、議会事務局長の

ごあいさつ、幹部職員の紹介並びに所管業務の

概要説明等をお願いいたします。

○日高議会事務局長 議会事務局長の日高でご

ざいます。よろしくお願いいたします。

議会事務局におきましては、４月１日付の人

事異動によりまして合計13名の職員が異動いた
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しました。引き続き、県議会の円滑な運営のた

め職員一丸となりまして取り組んでまいります

ので、御指導方よろしくお願いいたします。

それでは、座りまして説明させていただきま

す。

まず、職員の紹介をさせていただきます。

私の隣からでございます。事務局次長の成合

修でございます。

それから、総務課長の山之内稔でございます。

後ろに行きまして、議事課長の武田宗仁でご

ざいます。

最後に、政策調査課長の福嶋幸徳でございま

す。

どうぞよろしくお願いいたします。

次に、お手元の委員会資料で事務局の組織と

事業概要等につきまして御説明いたします。

１ページをごらんください。議会事務局の組

織でございますが、局長、次長のもと、総務課、

議事課、政策調査課の３課６担当制で、32名の

職員体制となっております。

２ページをお願いいたします。事務局職員の

名簿でございます。

右側の３ページは、各課の主な事務分掌を掲

載しておりますが、説明を省略させていただき

ます。

４ページをお願いいたします。事務局の予算

の状況でございます。まず、（１）歳入でありま

すが、財産収入と諸収入で合計443万6,000円を

見込んでおります。このうち、財産収入につき

ましては議員寮の宿泊費の収入が含まれており

ます。

次に、（２）歳出でありますが、議会費が８

億3,569万1,000円、事務局費が３億8,733万6,000

円で、歳出総額は12億2,302万7,000円、対前年

度比98.4％となっております。

歳出予算の主な内容につきましては、５ペー

ジをお願いいたします。まず、議会費でござい

ますが、これは、議員の皆様の報酬を初め、本

会議や各委員会の開催などに要する経費でござ

います。

６ページをごらんください。事務局費でござ

います。これは、職員の人件費のほか、会議録

の印刷や議会図書室の図書購入、県議会の広報

活動などに要する経費でございます。

説明は以上でございます。

○山下委員長 議会事務局の説明が終わりまし

たが、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、以上をもって監査事

務局及び議会事務局を終わります。

執行部の皆様、お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午後０時12分休憩

午後０時12分再開

○山下委員長 委員会を再開いたします。

５月17日に行われました委員長会議の内容に

ついて御報告をいたします。

委員長会議において、お手元に配付の委員長

会議確認事項のとおり、委員会運営に当たって

の留意事項等を確認いたしました。時間の都合

もございますので、主な事項についてのみ御説

明をいたします。

まず、１ページをごらんください。（５）の閉

会中の常任委員会についてであります。定例会

と定例会の間に原則として１回以上開催し、継

続案件を審議する必要がある場合、あるいは緊

急に協議する事項が発生した場合等には、適宜

委員会を開催するものであります。

なお、原則として１回以上開催することにつ
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きましては、報告事項等がない場合には委員会

を開催しないこともあり得るという趣旨であり

ます。

次に、２ページをごらんください。（７）の執

行部への資料要求につきましては、委員から要

求があった場合、委員長が委員会に諮った後、

委員長から要求していただくという内容であり

ます。

（８）の常任委員長報告の修正申し入れ及び

署名についてであります。本会議で報告する委

員長報告について、委員会でその内容を委員長

一任と決定した場合、各委員が修正等の申し入

れを行う場合には委員長へ直接行うこと。報告

の署名は委員長のみが行うこととするものであ

ります。

次に、３ページをごらんください。（12）の調

査等についてであります。まず、アの県内調査

について、１点目は、調査中の陳情・要望等に

ついて、事情聴取の性格を持つものであり、委

員会審査に反映させれば事足りるということで、

後日回答する旨等の約束はしないということで

あります。

２点目は、委員会による調査でありますので、

個人行動はできる限り避けるというものであり

ます。

３点目は、県内調査ではありますが、特に必

要がある場合には、日程及び予算の範囲内で隣

県を調査できるというものもあります。

次に、イの県外調査についてであります。節

度ある調査を行うため、個人的な調査、休祝日、

定例会中、調査先の議会中及び災害時の発着、

さらには単独行動を避けることを確認するもの

であります。

次に、４ページをごらんください。（13）夏季

の軽装についてであります。記載のとおり、国

に準じて期間を10月31日までとしたところです

が、先週の議会運営委員会におきまして、「期間

中はノーネクタイ・ノー上着を原則とする」と

の申し合わせがなされたところであります。

その他の事項につきましても目を通していた

だきたいと存じます。

皆様には、確認事項に基づき委員会の運営が

円滑に進むよう御協力をお願いいたします。

確認事項について、何か御意見はございませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 次に、今年度の委員会調査など

活動計画案については、お手元の資料のとおり

であります。

活動計画（案）にありますとおり、県内調査

を７月上旬と８月上旬に実施する予定でありま

すが、日程の都合もありますので、調査先につ

いてあらかじめ皆様から御意見を伺いたいと思

います。

参考までに、お手元に資料として「平成23年

度総務政策常任委員会調査候補地」と過去の調

査先一覧を配付いたしております。この資料を

含めて、県内調査の調査先等につきまして、何

か御意見、御要望等がございましたらお出しい

ただきたいと思います。

また、県外調査につきましても、何か御意見、

御要望等がありましたら、あわせてお出しいた

だきたいと思います。

暫時休憩をいたします。

午後０時17分休憩

午後０時19分再開

○山下委員長 委員会を再開いたします。

それでは、県内調査の日程、調査先等につき

ましては、正副委員長に御一任いただくことで
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御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、そのようにさせてい

ただきます。

その他、何かありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 ほかに何もないようでしたら、

本日の委員会を終了したいと思いますが、よろ

しいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、以上をもちまして本

日の委員会を終わります。

午後０時20分閉会



署 名

総務政策常任委員会委員長 山 下 博 三






